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平成27年度決算を  認定 認定
員に黒﨑厚央氏を選任

　

平
成　

年
第
3
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
が
9
月
2
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開

28

16

15

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
日
目
は
全
議
案
を
上
程
し
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
監
査

委
員
か
ら
決
算
審
査
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
第
5
日
目
に
行
わ
れ
、
2
人
の
議

員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
第
6
日
目
に
平
成　

年
度
決
算
を
除
く
議
案
の
質
疑
・
討

27

論
・
採
決
を
行
い
ま
し
た
。
第
7
日
目
に
平
成　

年
度
決
算
に
つ
い
て
の
質
疑
を
行
っ
た
後
、
決

27

算
審
査
を
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
第　

日
目
ま
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

13

　

最
終
日
に
平
成　

年
度
決
算
を
原
案
ど
お
り
認
定
し
、
追
加
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
同
意

27

案
件
に
つ
い
て
も
採
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成　

年
第
3
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
提
出
議
案

28
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定 例 会 の
概 要

報報　

告告

選
任
同

選
任
同
意意

□
芳
賀
町
教
育
委
員
会
教
育
長

の
任
命
に
つ
い
て

　

平
成　

年
9
月　

日
を
も
っ

28

30

て
教
育
長
を
退
任
し
た
見
目
政

子
氏
の
後
任
と
し
て
、
古
壕
秀

一
氏
（
祖
母
井
）
が
議
員
全
員

の
同
意
に
よ
り
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
退
任
さ
れ
た
見
目
前
教
育

長
に
は
、
3
年　

カ
月
に
わ
た

11

り
教
育
行
政
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

□
芳
賀
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　

平
成　

年
9
月　

日
を
も
っ

28

30

て
教
育
委
員
を
退
任
し
た
森
郁

夫
氏
の
後
任
と
し
て
、
黒
﨑
厚

央
氏
（
芳
志
戸
）
が
議
員
全
員

の
同
意
に
よ
り
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
退
任
さ
れ
た
森
前
教
育
委

員
に
は
、
7
年　

カ
月
に
わ
た

11

り
教
育
行
政
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

□
公
益
財
団
法
人
芳
賀
町
農
業

公
社
の
経
営
状
況
説
明
書
の

提
出
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
ロ
マ
ン
開
発
株
式
会

社
の
経
営
状
況
説
明
書
の
提

出
に
つ
い
て

　

両
法
人
の
経
営
状
況
を
説
明

す
る
た
め
、
平
成　

年
度
の
事

27

業
実
績
及
び
決
算
を
報
告
す
る

も
の
。

質
疑　

水
沼
孝
夫
議
員
、
小
林

一
男
議
員

□
平
成　

年
度
健
全
化
判
断
比

27

率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ

い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
報

告
す
る
も
の
。

す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

条条　

例例

□
芳
賀
町
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報

の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

本
条
例
で
定
め
る
「
法
に
定

め
の
な
い
個
人
番
号
を
利
用
で

き
る
事
務
」
に
、
新
た
に
子
ど

も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
に
関

す
る
利
用
者
負
担
額
の
減
免
・

免
除
に
関
す
る
事
務
を
追
加
す

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

路
線
廃
止
・
認

路
線
廃
止
・
認
定定

□
芳
賀
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ

い
て

□
芳
賀
町
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て

　

主
要
地
方
道
真
岡
・
那
須
烏

山
線
の
バ
イ
パ
ス
整
備
に
伴
う

管
理
移
管
に
よ
り
、
路
線
の
起

点
を
変
更
す
る
た
め
、
い
っ
た

ん
廃
止
し
、
改
め
て
町
道
と
し

て
認
定
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

▲古壕秀一氏▲黒﨑厚央氏
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平成27年度決算を  認定平成27年度決算を  
教育長に古壕秀一氏、教育委　

補
正
予

補
正
予
算算

平成27年度各会計決算の状況

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
一
般
会

28

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　

総
額
に
3
5
2
8
万
7
千
円

を
追
加
し
、予
算
総
額
を　

億
9

77

1
0
3
万
6
千
円
と
す
る
も
の
。

質
疑　

北
條
勲
議
員
、
小
林
隆

志
議
員
、
杉
田
貞
一
郎
議
員
、

小
林
一
男
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
国
民
健

28

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

　

総
額
に
6
6
4
万
9
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を　

億
6

22

2
6
4
万
9
千
円
と
す
る
も
の
。

質
疑　

水
沼
孝
夫
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
農
業
集

28

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）

　

総
額
に
5
4
3
万
3
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
1
億
9

1
7
3
万
3
千
円
と
す
る
も
の
。

質
疑　

石
川
保
議
員
、
大
島
浩

議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
介
護
保

28

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号
）

　

保
険
事
業
勘
定
の
総
額
に
2

0
6
2
万
1
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を　

億
4
8
3
2
万

13

1
千
円
と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

〈歳入合計　84億2,080万円〉 〈歳出合計　77億9,996万円〉

自主財源：72.8％　依存財源27.2％

歳入
（収入）

歳出
（支出）

町税
44億7,640万円
（53.2％）

繰入金
7億7,451万円（9.2％）

繰越金
6億1,351万円（7.3％）

その他（自主財源）
2億6,434万円
（3.1％）

国庫支出金
6億9,432万円
（8.2％）

県支出金
6億4,966万円
（7.7％）

町債
1億4,670万円
（1.7％）

地方交付税
8,098万円（1.0％）

その他（依存財源）
7億2,038万円（8.6％）

民生費
18億8,015万円
（24.1％）

総務費
14億1,933万円
（18.2％）

土木費
11億3,750万円
（14.6％）農林水産費

7億6,101万円
（9.8％）

教育費
7億940万円
（9.1％）

衛生費
7億6,881万円
（9.8％）

公債費
4億3,734万円
（5.6％）

その他
（消防費、商工費、議会費など）
6億8,642万円（8.8％）

自主財源
町で集めるお金

61億2,876万円
（72.8％）

歳

依存財源
国・県や借入金に頼るお金

22億9,204万円
（27.2％）

認認　

定定

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
一
般
会

27

計
、
芳
賀
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
、
芳
賀
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
、
芳

賀
工
業
団
地
排
水
処
理
セ
ン

タ
ー
特
別
会
計
、
芳
賀
町
介

護
保
険
特
別
会
計
、
芳
賀
町

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、

芳
賀
町
祖
母
井
南
部
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
、
芳

賀
町
宅
地
造
成
事
業
特
別
会

計
及
び
芳
賀
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
は
、
第
5
次
芳

27

賀
町
振
興
計
画
後
期
計
画
の
最

終
年
度
で
し
た
。
町
で
は「
人
口

減
少
の
克
服
」
を
最
重
点
課
題

と
し
、「
学
校
教
育
の
充
実
」「
健

康
づ
く
り
の
推
進
」「
高
齢
者
福

祉
の
充
実
」「
計
画
的
な
町
づ
く

り
の
推
進
」「
防
災
・
消
防
機
能

の
向
上
」「
農
業
の
振
興
」「
L
R

T
の
整
備
推
進
」
の
7
つ
の
施
策

を
優
先
的
に
推
進
し
ま
し
た
。

歳出歳入会計別

77億9,995万5千円84億2,080万2千円一般会計

22億8,536万0千円24億6,916万8千円国民健康保険特別会計

1億6,723万3千円1億7,301万7千円農業集落排水事業特別会計

1億4,232万6千円1億4,474万3千円芳賀工業団地排水処理センター特別会計

12億6,617万2千円13億446万8千円保険事業勘定介護保険

特別会計 818万2千円1,223万5千円介護サービス事業勘定

2億5,644万9千円2億6,848万5千円公共下水道事業特別会計

8,986万1千円9,428万7千円祖母井南部土地区画整理事業特別会計

3,933万4千円4,044万9千円宅地造成事業特別会計

1億2,875万9千円1億3,394万4千円後期高齢者医療特別会計

121億8,363万1千円130億6,159万8千円計

一般会計決算の状況
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本
町
の
財
政
は
、
比
較
的
健
全
に
運
営
さ
れ
て
お
り
、
各
種

事
業
な
ど
歳
出
に
つ
い
て
も
、
計
数
的
な
過
誤
も
な
く
、
適
切

で
誠
実
に
執
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
第
5
次
芳
賀
町
振

興
計
画
後
期
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
平
成　

年
度
の
重
点
施

27

策
に
つ
い
て
も
概
ね
計
画
ど
お
り
良
好
に
執
行
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

本
町
の
平
成　

年
度
単
年
度
財
政
力
指
数
は
1
・　
 
、
健
全

27

072

化
判
断
比
率
は
、
実
質
公
債
費
比
率
4
・
2
％
、
そ
の
他
の
判

断
比
率
は
該
当
な
し
。
資
金
不
足
比
率
も
該
当
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
自
主
財
源
比
率
は　

・
8
％
で
す
。

72

　

財
政
の
根
幹
を
な
す
町
税
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
よ
り
6
・

4
％
減
の
約　

億
7
6
4
0
万
円
の
収
納
と
な
り
ま
し
た
。
減

44

収
分
の
財
源
は
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
対
応
し
て

▲樋田貞夫代表監査委員▲小林俊夫監査委員

い
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
財
源
確
保
が
厳
し
い
状
況
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
す
る
な
ど
、
今
後
と
も
効
率
的
で
堅
実
な
財
政
運
営
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

借
金
で
あ
る
本
町
の
地
方
債
の
残
高
は
、
一
般
会
計
と
3
つ
の
特
別
会
計
で
、
約　

億
2
6
9
8

57

万
円
で
、
年
々
計
画
的
な
減
少
が
見
ら
れ
、
執
行
部
の
運
営
の
姿
勢
と
努
力
の
跡
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
引
き
続
き
長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、
健
全
な
運
営
に
併
せ
、
後
世
へ
の
負
担
軽
減
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
予
算
執
行
も
健
全
財
政
を
堅
持
さ
れ
た
町
政
経
営
が
進
め
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま

27

す
。
平
成　

年
度
に
引
き
続
き
平
成　

年
度
も
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体
に
な
り
ま
し
た
が
、
財

26

27

政
的
に
余
裕
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
し
、
新
た
な
財
源
確
保
の
施
策
を
講
じ
る
な
ど
歳

入
の
確
保
に
努
め
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

監
査
委
員
意
見

平成27年度末の町債（借入金）と基金（貯金）の状況（一般会計分）
町民一人あたり※金額項目

約17万5千円27億8,441万5千円町債残高

約15万6千円24億7,824万2千円基金残高

人口減少対策の主な事業

定住促進事業
住宅取得・家賃補助事業

決算額：1,562万円

子育て支援事業
妊娠出産支援（出産祝金）

決算額：820万円

子育て支援事業
子ども医療費助成拡大

決算額：5,975万円

子育て支援事業
チャイルドシート購入補助

決算額：33万5千円

子育て支援事業
学校給食補助

決算額：2,617万円

子育て支援事業
奨学金返還免除

決算額：186万円

※平成28年3月31日の人口15,897人で算出。
　千円未満は四捨五入。
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平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成22222222227777777777年年年年年年年年年年平成27年度度度度度度度度度度度

決決決決決決決決決決 算算算算算算算算算算決 算 ののののののののののの
主主主主主主主主主主 なななななななななな 質質質質質質質質質質主 な 質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑

大
根
田
周
平　

議
員

業
務
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
の
決
算
額
が
前
年
度
に

対
し
て
1
億
5
千
万
増
え
た
理

由
を
伺
う
。

企
画
課
長　

業
務
系
シ
ス

テ
ム
の
切
り
替
え
に
伴
う

デ
ー
タ
の
移
行
作
業
や
新
シ
ス

テ
ム
構
築
、
シ
ス
テ
ム
の
強
化

な
ど
行
っ
た
た
め
で
す
。

石
川　

保　

議
員

職
員
の
時
間
外
手
当
が

年
々
増
加
し
続
け
て
い
る

理
由
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長　

町
の
新

規
事
業
や
地
方
分
権
な
ど

に
よ
り
、
各
課
の
業
務
量
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
職
員
数
は

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
職
員

に
対
し
て
は
仕
事
を
時
間
内
に

終
わ
ら
せ
る
自
覚
を
持
つ
よ
う

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
時
間
外

勤
務
に
つ
い
て
は
適
切
に
管
理

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
根
田
弘　

議
員

ご
み
減
量
化
へ
の
取
り
組

み
が
後
退
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

環
境
対
策
課
長　

生
ご
み

の
減
量
化
に
つ
い
て
は
、

幅
広
く
有
機
質
資
材
の
補
助
を

し
て
い
き
ま
す
。
ご
み
の
減
量

化
に
今
後
と
も
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

小
林
一
男　

議
員

法
人
町
民
税
が
約
1
億
円

減
収
と
な
っ
た
理
由
に
つ

い
て
伺
う
。

税
務
課
長　

法
人
税
率
が

　

・
7
％
か
ら　

・
1
％

14

12

に
な
っ
た
こ
と
と
、
高
額
納
税

事
業
所
の
税
額
が
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
た
め
で
す
。

水
沼
孝
夫　

議
員

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
が

増
加
し
、
健
康
づ
く
り
事

業
に
よ
る
医
療
費
削
減
に
結
び

つ
い
て
い
な
い
状
況
に
つ
い
て

見
解
を
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　

高
齢
者

の
数
が
年
々
増
加
し
て
い

る
た
め
、
医
療
費
も
増
加
し
て

い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
事
業
の

目
的
で
あ
る
医
療
費
削
減
の
効

果
が
あ
が
る
ま
で
に
は
な
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
病
気
の
早
期
発

見
や
、
体
力
の
低
下
を
抑
制
す

る
効
果
は
上
が
っ
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

岩
村
治
雄　

議
員

経
常
収
支
比
率
が
平
成　
26

年
度
の　

・
6
％
か
ら　

80

4.4

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し　

％
と
な
っ

85

た
理
由
を
伺
う
。

企
画
課
長　

収
入
が
約
3

億
円
減
収
に
な
っ
た
こ
と

と
、
支
出
の
部
分
で
人
口
減
少

対
策
の
補
助
金
等
の
経
費
が
か

さ
ん
だ
こ
と
で
結
果
的
に
経
常

収
支
比
率
が
上
昇
し
ま
し
た
。

北
條　

勲　

議
員

「
広
報
紙
は
が
」は
新
聞
折

込
で
配
布
し
て
い
る
が
、

希
望
者
約
3
0
0
人
に
は
郵
送

で
配
布
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

希
望
者
は
、
新
聞
を
購
読
し
て

い
な
い
家
庭
な
の
か
伺
う
。

企
画
課
長　

希
望
者
約
3

0
0
人
の
内
訳
は
、
芳
賀

町
に
関
わ
り
の
あ
る
個
人
や
新

聞
社
、
行
政
機
関
、
町
内
の
方

な
ど
で
す
。
町
内
で
、
新
聞
折

込
で
広
報
紙
が
届
か
な
い
方
に

は
、
連
絡
を
い
た
だ
い
た
上
で

対
応
し
て
い
ま
す
。

杉
田
貞
一
郎　

議
員

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意

見
書
の
中
に
収
入
を
増
や

す
、
コ
ス
ト
を
考
え
る
と
い
う

こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長　

芳
賀
町
は
工
業
団

地
か
ら
の
税
収
が
非
常
に

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
北
関
東

道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
等
も
良
く

な
り
ま
し
た
の
で
、
工
業
団
地

の
拡
張
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

小
林
俊
夫　

議
員

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計

へ
約
8
億
6
百
万
が
繰
り

出
さ
れ
て
い
る
理
由
を
伺
う
。

企
画
課
長　

制
度
的
に
一

般
会
計
か
ら
繰
り
出
す
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
る
介
護
保
険

の
事
業
勘
定
や
国
民
健
康
保
険
、

町
の
政
策
的
な
考
え
で
繰
り
出

し
て
い
る
農
業
集
落
排
水
事
業
、

公
共
下
水
道
事
業
、
宅
地
造
成

事
業
等
が
あ
る
た
め
で
す
。

小
林
隆
志　

議
員

定
住
促
進
事
業
の
家
賃
補

助
の
実
績
が
2
件
で
7
万

円
だ
っ
た
。
こ
の
2
件
の
方
は

現
在
も
居
住
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
今
後
の
実
績
を
上
げ
る
た

め
の
対
応
は
。

建
設
産
業
部
長　

2
件
の

方
は
、
現
在
も
居
住
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
機
会
を
捉
え

て
、
定
住
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
P
R
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

問答問答

問答 問答

問答問答

問答問答

問答

問答

14 

増　

渕

13 

大　

島

12 

小
林（
信
）

11 

小
林（
隆
）

6 

小
林（
一
）

7 

石　

川

8 

小
林（
俊
）

9 

岩　

村

10 

杉　

田

1 

岡　

田

2 

大
根
田（
周
）

3 

大
根
田（
弘
）

4 

水　

沼

5 

北　

條
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常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算審審審審審審審審審審常任委員会決算審査査査査査査査査査査査
　総務・教育民生・産業建設常任委員会は9月8日から14日まで、平成27年度一般会計及び特別会計決算の書類審査
と現地調査を行いました。
　各委員会は、9月16日の本会議において意見を付して決算を認定しました。

□
書
類
審
査
（
9
月　

日
、　

日
）

12

13

総
務
課
、
企
画
課
、
会
計
課
、
議
会
事
務
局
、

監
査
委
員
事
務
局

□
現
地
調
査
（
9
月　

日
）

14

情
報
の
森
、
両
郡
橋
、
宮
田
橋
、
監
物
橋
、
会
計
課

□
審
査
の
意
見
ま
た
は
特
に
留
意
す
べ
き
事
項

　

基
幹
シ
ス
テ
ム
の
変
更
に
伴
い
、
多
額
の
費
用
と

労
力
を
要
し
た
。
今
後
、
役
場
の
業
務
シ
ス
テ
ム
は
、

ま
す
ま
す
高
度
化
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
な

ど
に
よ
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も
大
幅
な
強
化
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
応
で
き
る
職
員
を

今
後
ど
う
育
成
・
確
保
す
べ
き
か
、
機
構
改
革
も
含

め
て
早
急
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
に
つ
い

て
も
十
分
な
協
議
を
行
い
、
経
費
削
減
に
努
め
ら
れ

た
い
。

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

□
書
類
審
査
（
9
月
8
日
、
9
日
）

住
民
課
、
健
康
福
祉
課
、
高
齢
者
支
援
課
、

環
境
対
策
課
、
こ
ど
も
育
成
課
、
生
涯
学
習
課

□
現
地
調
査
（
9
月　

日
）

14

□
書
類
審
査
（
9
月
9
日
）

農
政
課
、
商
工
観
光
課
、
建
設
課
、
都
市
計
画
課

□
現
地
調
査
（
9
月　

日
）

14

ロ
マ
ン
の
湯
、
上
延
生
地
内
ハ
ウ
ス
雪
害
復
旧
、

か
し
の
森
公
園
、
東
水
沼
地
内
、
西
高
橋
地
内
、

モ
テ
ナ
ス
芳
賀

□
審
査
の
意
見
ま
た
は
特
に
留
意
す
べ
き
事
項

▲審査の様子

▲現地調査（情報の森）

▲現地調査（水橋運動場）

▲審査の様子

▲現地調査（東水沼）

水
橋
運
動
場
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
祖
母
井
保
育
園
、

芳
賀
東
小
、
町
民
会
館

□
審
査
の
意
見
ま
た
は
特
に
留
意
す
べ
き
事
項

①
教
育
民
生
常
任
委
員
会
所
管
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

建
築
後
か
な
り
の
年
数
が
経
過
し
、
一
部
の
施
設

は
老
朽
化
も
顕
在
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
す
べ

て
の
施
設
の
総
合
管
理
計
画
を
策
定
し
、
長
期
的

視
点
で
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
を
推
進

さ
れ
た
い
。

②
教
育
の
情
報
化
は
社
会
変
化
へ
の
対
応
の
観
点
か

ら
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
児
童
・
生
徒
へ

の
さ
ら
な
る
情
報
端
末
の
整
備
及
び
I
C
T
支
援

員
の
配
置
な
ど
、
情
報
通
信
技
術
の
環
境
と
指
導

体
制
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

①
本
町
の
農
業
行
政
は
従
来
ど
お
り
の
補
助
金
頼
み

で
は
、
こ
れ
ま
で
と
何
も
変
わ
ら
な
い
。
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
地
域
の
衰

退
に
拍
車
を
掛
け
て
い
る
。
生
産
性
や
収
益
性
の

向
上
を
図
る
と
共
に
稼
げ
る
農
業
を
目
指
し
、
複

合
化
や
I
C
T
の
活
用
を
す
る
な
ど
し
て
具
体
性

の
あ
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
町

の
農
業
を
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う
根
幹
部
分
に

つ
い
て
、
多
く
の
関
係
者
と
議
論
を
尽
く
さ
れ
た
い
。

②
祖
母
井
の
中
心
市
街
地
活
性
化
に
あ
た
っ
て
は
、

街
区
の
整
備
・
店
舗
集
団
化
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業

の
取
り
組
み
だ
け
で
は
、
商
店
街
活
性
化
事
業
に

失
敗
し
て
い
る
例
が
多
々
あ
る
。
経
営
の
近
代
化

は
、
ハ
ー
ド
事
業
と
ソ
フ
ト
事
業
が
効
果
的
に
発

揮
さ
れ
て
初
め
て
為
し
得
る
。
商
店
な
ど
の
業
者

は
プ
ロ
だ
か
ら
と
い
う
個
人
任
せ
の
経
営
に
よ
る

ソ
フ
ト
事
業
と
、
行
政
に
よ
る
ハ
ー
ド
事
業
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
が
問
題
で
あ
る
。
経
営
の
内
と
外
か
ら

の
支
援
、
町
づ
く
り
と
共
に
店
づ
く
り
の
充
実
や

経
営
相
談
な
ど
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　

ま
た
、
商
業
集
積
地
モ
テ
ナ
ス
は　

周
年
を
迎

10

え
る
に
あ
た
り
、
テ
ナ
ン
ト
に
空
き
が
目
立
つ
現

状
が
あ
る
。
つ
い
て
は
、
賃
料
な
ど
に
つ
い
て
も

見
直
し
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
検
討
さ
れ
た
い
。

▲審査の様子


